
後期生徒会が目指すもの         

―― 地域、教職員、生徒で学校教育目標を共有 ―― 

           １０月２２日（月）の６校時、生徒会主催による後期生徒総 

          会が行われました。これまでの行事や委員会活動で生徒会活動 

          の牽引役として頑張ってきた前期生徒会（３年・鈴木仁平会長） 

          に替わり、後期生徒会（２年・奥山凪会長）のもと、後期生徒 

          会の方針が提案され、全校生徒に承認されました。 

今まで生徒会で行ってきた活動をさらに次の段階に発展さ 

          せるため、以下の３点が提示されました。 

・地域、世界に目を向けた活動を！ 

・Global Eye を生徒会でも導入！ 

・全校生徒が活発な活動を！ 

このような基本方針のもと、後期生徒会のスローガンが承認されました。生徒会役

員選挙演説でも、すべての候補者が学校教育目標の『豊かな学びで世界に羽ばたく生

徒』を口にし、その理念が教職員だけでなく生徒たちにも共有されるようになったの

です。深良中学校の理想像を求めて地域や保護者、教職員、生徒が、立場は違います

が同じ方向性、ベクトルをもって学校にかかわっていくというすばらしい実践のスタ

ートとなります。 

後期生徒会によるキーワードは『NEXT』です。『NEXT』は後期生徒会によって

次のように位置づけられました。 
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NEXT 

Next Vitaling 

～次への活力～ 

・深良中から地域、世界を良くし

ていく！ 

→地域、世界のためにできることを 

・大きな声であいさつ 

→これからは人に伝わるあいさつを  

Next World 

～次への世界～ 

・生徒集会に「世界」をテーマに

した活動を取り入れる。 

 例）Global Eye  ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 

 → 世界に目を向けた活動を 



※校歌四番に注目！ 

                、 

 

 

 

 

 

 

 

 校歌四番に謳われている内容は、まさに現在の深良中学校、生徒会が目指している

姿と言えます。『豊かな学びで世界に羽ばたく生徒』を謳っています。そのような姿

を常に願い、日々の活動に励んでいきます。 

学校玄関ホールの名称決定 

 不要となった下足箱を撤去し、８月末に完成 

した玄関ホールの名称が決定しました。名称の 

決定を後期生徒会本部に一任したところ、全校 

生徒から募集した案の中から投票でいちばん人 

気のあった名称に決定しました。 

名称は『ぐろーばるーむ』です。誰もがくつ 

ろげる場所であり、なおかつ日本や世界の情報 

が得られる空間というコンセプトにぴったりな 

ネーミングだと思います。この名称の発案者は     『ぐろーばるーむ』にようこそ！ 

３年の錦織さん。深中生のセンスの高さを感じ 

ました。 

セルフマネジメントで“未知なる自分”の能力を伸ばそう！ 

 セルフマネジメント活動を始めて半年が過ぎ 

ました。この間、４月と９月にアンケートによ 

る実態調査を行い、面談などを通じて担任から 

の指導があったと思います。 

６月の全校集会でも取り上げましたが、家庭 

での時間を自分で管理し、必要な睡眠時間をと 

るだけで、翌日の授業での集中力が自然に増し、 

成績がよくなります。脳内の海馬の働きによっ 

て記銘力（新しいことを覚える力）がアップす 

るからです。年明けの１月に３回目の調査を行う予定です。 

史繙けば遠き日に 

深良の山に科学あり 

眺むる山野緑濃く 

伝わりきたるこの平和 

祖先の偉業受け継ぎて 

やがて背負わんわが町を 

やがて背負わんこの国を 

 

 郷土の歴史をひも解いてみると、深良地区には伝統的に学

問を尊重する土壌があった。眺望のすばらしい、緑に囲まれ

た自然あふれる環境の中で学びを醸成し、人々は安らかに暮

らすことのできる平和をはぐくんできた。 

 今、わたしたちも郷土の先人たちの成し遂げたすぐれた業

績（深良用水の完成など）を学び、学問に励み、人と人との

つながりを大切にした精神を受け継いで、やがては郷土を、

日本を背負って立つような志をもつ生徒に成長してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

睡眠時間を死守！

帰宅後、寝るまでの時間をどう有効
に使うかが勝負。

勉強 入浴

食事 趣味
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